
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｃｕｂｅ２０％，ｃｏｐｐｅｒ２０％，Ｓ２０％と４０％のｒａｎｄｏｍ方位における 

 ｒａｎｄｏｍ４０％の極密度、結晶方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Random方位は極点図の全面に広がるため、極密度や結晶方位密度の値は小さな値です。 

 ｒａｎｄｏｍレベルは、１．０ではなく、ｃｕｂｅ、ｃｏｐｐｅｒ，Ｓの方位密度に影響されます。 

 バックグランドの重要性が理解できると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０５月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

  Measure-DataBase¥Cube-Copper-S-random40￥ｒａｎｄｏｍ４０％の極密度、結晶方位密度 



概要 

 方位密度の定量を考える場合、ｒａｎｄｏｍレベルは重要な要素です。 

   「精密な極点測定とデータ処理」で以下の説明図を用いました。 

  

 全てｒａｎｄｏｍでは１．０になると言われています。 

 では、ｒａｎｄｏｍレベルはどの程度の極密度、方位密度なのか考えてみます。 

 

手法 

 ＬａｂｏＴｅｘでｃｕｂｅ２０％、ｃｏｐｐｅｒ２０％、Ｓ２０％とｒａｎｄｏｍ４０％の 

 ＯＤＦ図を作成し、再計算極点図｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝極点図をＥｘｐｏｒｔして 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでＯＤＦ解析を行い 

 ｒａｎｄｏｍレベルを調べてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで作成したｃｕｂｅ２０％、ｃｏｐｐｅｒ２０％，Ｓ２０％ｎｏＯＤＦ図 

  

Ｅｘｐｏｒｔした極点図 

  

 

 

ｒａｎｄｏｍレベルは、０．４である。 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 等高線ステップ間隔０．５で表示、ｒａｎｄｏｍレベルの結晶方位密度は、０．４である。 

  

再計算極点図 

 

 ｒａｎｄｏｍレベルの極密度は０．４である。 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 等高線ステップ間隔０．５で表示、ｒａｎｄｏｍレベルの結晶方位密度は、０．４である。 

  

再計算極点図 

   

 ｒａｎｄｏｍレベルの極密度は０．４である。 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 等高線ステップ間隔０．５で表示、ｒａｎｄｏｍレベルの結晶方位密度は、０．４もあるが、 

 マイナスの方位密度も出現する。 

  

再計算極点図 

  

 Random 位置が縞模様になります。 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓの再計算極点図を３Ｄ表示 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 

ＳｔａｎｄｒａｄＯＤＦの縞模様は発生しません。 

 


